
令和３年度 兵庫県立大学教員免許状更新講習 

（選択領域）学校における防災教育の基礎 

２０21．7．２９（木） 神戸防災キャンパス 

担当講師  減災復興政策研究科 教授 森永 速男、准教授 宮本 匠、准教授 浦川 豪 

─防災教育研究センターでは平成 25 年度より教員免許状更新講習を開講しています─ 

【講義概要】 児童・生徒に対する学校防災教育のあり方を学び考え、防災・減災に関する基礎的知識を習得するために、 

以下の内容についての講義を行う。 

1.防災教育の目標、意義とあり方：防災教育って何？何を児童・生徒に伝えるか？教職員の心構えは？

2.防災教育や被災地復興に求められる視点：災害にどう立ち向かうの？復興はどのように進められるべきか？

3.防災・減災のための情報活用：どんな情報が有効なの？災害情報の見方・使い方。

4.防災教育教材の体験：防災教材として使えるカードゲームなどを紹介し、実際に体験。

【時 間 割】  第１講 防災教育の目標、意義とあり方 （森永教授） 

第２講 防災教育や被災地復興に求められる視点（宮本准教授） 

第３講 防災・減災対策において災害関連情報を上手に活かすた 

  めに （浦川准教授） 

第４講 防災教育教材の体験 

（森永教授、浦川准教授、宮本准教授、） 

① さらに詳しく知りたいこと

・学校現場で生徒の為に講演等を依頼させていただきたいと思いました。

・受講者に人と防災未来センターの見学時間を確保してもらえると効果が高まるような気がしました。

② 講習に期待すること

・総合学習や生徒へのアプローチ等汎用性の高い内容でした。大学における研究をこうした形で現場に持ち帰る機会を

今後更新講習が無くなっても何らかの形で続けてほしいと願っています。

・防災週間ではいつも何を題材にするか悩んでいた。今日のようなお話を夏季研修の時に来ていただき聞かせてもらえれば

現場の授業に反映させられると思った。

・修了予定時刻を 17：00 までにしてもらいたかった。

③ 受講してよかったこと

・学校の授業で生かせそうだなぁという話が多く聞くことができました。

・防災に関する本を何冊か読みましたが、今日の講習の方が分かりやすかった

です。

・講義だけではなく、作業・体験を取り入れた内容で大変充実していました。

先生の経験等も盛り込んでいてわかりやすかった。 

・90 分の使い方が上手。話し方が勉強になりました。



令和３年度 兵庫県立大学教員免許状更新講習 

（選択領域）学校における地域教育の基礎 

２０21.7.30（金） 豊岡ジオ・コウノトリキャンパス 

担当講師 地域資源マネジメント研究科 教授 佐川志朗、川村教一、中井淳史、大迫義人、山室敦嗣 

地域資源マネジメント研究科 准教授 出口智広、内藤和明 

地域資源マネジメント研究科 助教 佐野恭平 

地域資源マネジメント研究科 講師 松原典孝、矢ケ﨑太洋 

─豊岡ジオ・コウノトリキャンパスでは平成 27 年度より毎年教員免許状更新講習を開講しています─ 

【講義概要】 児童・生徒に対する地域教育に関する基礎的知識の習得を目的とし、以下の内容について講義する。 

①「地域資源」とは？：地域資源を生かした地域教育の目標、効果等について説明する。

②地域資源の活用について（3 つのプログラムに分かれる。）

Ａ．地域の自然資源活用-地質・地形資源とその活用例

Ｂ．地域の自然資源活用-コウノトリの野生復帰と地域資源化

Ｃ．地域の社会・文化資源活用-歴史遺産

③Ａ、Ｂ、Ｃのプログラムごとに地域資源の活用の実習・演習を行なう。"

【時 間 割】 第１講「地域資源とは？」    

第２講 地域資源の活用について 

Ａ「地域の自然資源活用－ジオパーク－」   

Ｂ「地域の自然資源活用－地域生態系とコウノトリの野生復帰－」 

Ｃ「地域の社会・文化資源活用－歴史遺産－」 

第３講 実習・演習 

Ａ「地域の自然資源活用実習－ジオパーク－」 

Ｂ「地域の自然資源活用実習－地域の生態系とコウノトリの野生復帰－」 

Ｃ「地域の社会・文化資源活用実習講座－歴史学・社会学・地域計画学の視点から－」 

【受講者の声】 

① さらに詳しく知りたいこと

・今後のコウノトリ生態を守っていくことや環境問題に触れてみたかった。

・講座を受講し、地質や地形についても調べてみたいという思いがわいてきました。

② 講習に期待すること

・申込についてネットのみでの実現を考えてほしい。

・希望調査票の入力の仕方が分からずしばらく悩みました。

・認定試験の仕方は検討すべき。設定があいまいな中、３分スピーチは難しく

感じます。現職教員に限らない者対象の講座なはずです。

③ 受講してよかったこと

・玄武洞の魅力を教えて下さりありがとうございました。

・思っていた以上に内容が良く、期待以上の満足感があった。

・現在のコウノトリの現状を知る事ができとてもよかった。

・児童が少しでも環境に興味を持つ取組をしたいと思いました。

・実際に玄武洞に足を運んで学習ができたので深く学ぶ事ができました。



令和３年度 兵庫県立大学教員免許状更新講習 

（選択領域）発達障害のある子どもの保護者支援 

２０21.8.2（月） 明石看護キャンパス 

担当講師 古川 惠美（看護学部教授） 

─明石看護キャンパスでは令和３年度より教員免許状更新講習を開講します─ 

 

【講義概要】  発達障害のある子どもの保護者が取り組んでいる「ペアレント・トレーニング」についてそのプログラムの概

要を理解し、実践内容を一部体験する。養護教諭や栄養教諭が学校で保護者と対応する際に、この考え方を活かした

実施可能な支援について考える。 

【時 間 割】  第１講「発達障害のある子どもの保護者が取り組んでいる 

「ペアレント・トレーニング」とは（概要）」 

第２講「ペアレント・トレーニングで学ぶスキルを一部体験する」 

第３講「ペアレント・トレーニングの考え方を取り入れた保護者支援を 

養護教諭や栄養教諭の立場から考える」 

 

【受講者の声】 

① さらに詳しく知りたいこと 

・ペアレントトレーニングをもっと勉強してみたいと思いました。 

・ペアレント・トレーニングを初めて学びました。医療・福祉の現場では ADHD の治療としても取り入れられているとの事で、

学校現場で働く私の勉強不足を感じました。 

 

② 講習に期待すること 

・本人の困り感と同時に親の困り感と先への不安等現実には計り知れない大きさだと思います。このような機会があるこ

とをニーズに合わせてご紹介できればいいと思いました。 

・ロール・プレイングが組み込まれた講習も機会があれば受けてみたい。 

 

③ 受講してよかったこと 

・ペアレントトレーニングという言葉を聞いたことがありましたが、実際どういうものなのか知りたくて受講しました。講習を受け

て保護者の方たちが困っておられたら紹介してみようと思います。 

・目に見える行動についてアプローチしていく方法を学ぶことができて良かったです。問題行動に目が行きがちですが、 

児童に対しても、保護者に対しても好ましい行動に着目してアプローチして 

いきたい思いました。 

・発達障害の生徒に有効なだけではなく、人と関わる時、また生徒対応する時 

 に自尊感情の低い生徒にはとても大切な方法であると痛感しました。 

褒めるために、褒められることを作り出せるプロにならねばと強く思いまし   

た。 

 

 

 

 



令和３年度 兵庫県立大学教員免許状更新講習 

（選択領域）背景理解に基づいた児童生徒との関わりのポイント 

２０21.8.3（火） 明石看護キャンパス 

担当講師 古川惠美（看護学部 教授） 

       竹内和雄（環境人間学部  准教授） 

─明石看護キャンパスでは令和３年度より教員免許状更新講習を開講します─ 

 

【講義概要】  学校臨床問題と保護者への支援の内容を含むものとする。学校事件や学校事故において学校教育に

関わる者が配慮しておかなければならないポイントについて、多様化している児童生徒の家族の形や生活背景の新

たな動向（子供の貧困問題含む）と背景理解に基づいた関わりのポイントについて、児童生徒のスマホ等の情報通信

機器利用の実態と効果的な対応方法について、受講者間のディスカッション等を通して考える機会を提供紹介する。 

 

【時 間 割】  第１講「多様化している家族の形や生活背景の新たな動向 

（子どもの貧困問題を含む）と、保護者への関わりのポイント」 

第２講「学校事件や学校事故の判例や報告書からみえる 

関わりのポイント」 

第３講「スマホ時代の教師が知っておきたい効果的な対応方法」 

【受講者の声】 

① さらに詳しく知りたいこと 

・ネット依存・ゲーム障害について時間があれば講義を聴いてみたいと思った。 

  ・古川先生には今まで全く知らずにいた世界を見せていただきました。 

家族の問題は一人の人間としても深く考えさせられました。 

・竹内先生の弁舌はますます盛んで、久々に聞けて良かったです。統計を使って現状をより深く知れました。根本にあ

る生徒理解、よりよい学校づくりも考えさせられました。 

② 講習に期待すること 

  ・机のない教室というのがメモをとりにくく少し残念でした。ネットについては学校全体でもお話していただきたいです。 

・養護教諭対象の講習は少なく、また興味がわかない内容のものが多い中、こちらで開講されているものは興味深かっ

たです。次年度以降もぜひ開講していただきたいですし、仲間にも勧めたいと思いました。 

・若い教員教育の為、実のある更新講習をしてあげていただきたい。 

③ 受講してよかったこと 

  ・里親、養子縁組、特に特別養子縁組について民法の変更点などよく理解できました。新しい家族のあり方を認識し

日々生徒に関わる必要があると思いました。 

  ・講師の先生の人間的な魅力も後押しし、とても興味を持ちながら楽しく受講する事ができました。日頃、割と一方向か

ら見ていない事柄について多角的な視点から見る事、数少なくても尊重した

い児童の事業も頭に入れておきたいと思った。 

 ・目の前にいる子ども達の背景に無頓着で、その場の対応をしてきた自分が恥

ずかしい気がします。ネットに関することも“自分は疎い”では済まされないと

強く知らされました。もっと自分が学ばなければならないことが第一です。 

 ・講習内容を参加者に合わせて考えて下さり感激しました。機会があればまた

受講したいと思います。 

  

 



令和３年度 兵庫県立大学教員免許状更新講習 

（選択領域）データを活用した地域学習の理論と実践 

２０21.8.16（月） 姫路環境人間キャンパス 

担当講師 太田 尚孝（姫路環境人間学部准教授） 

─姫路環境人間キャンパスでは平成３０年度より教員免許状更新講習を開講しています─ 

 

【講義概要】  本講習では、特に高等学校での地理教育、地域学習（例：総合的な学習（探求）の時間）を想定し、ビッ

クデータや GIS を活用した授業実践を行う上での注意点や可能性を座学と演習形式で学びます。高校でのまちづくり課

題や提案に関わる教育実践例を紹介し、成果や課題を具体的にお伝えします。講習会の目標は、先生方がご自身の勤

務先でどのようにデータを活用した授業を行うことができるのかを、考え・提案することです。 

 

【時 間 割】  第１講「講義：データを活用した地域学習とは～背景・ねらい～」 

第２講「演習：Resas を使ってみよう！～操作方法の習得～」 

第 3 講「講義：データを用いた「探究学習」～○○高校版～」 

第４講「演習：受講者の勤務校に合わせた授業計画案の資料作成」 

第５講「振り返り：一日の振り返りとより良い地域学習のあり方とは 

 

【受講者の声】 

① さらに詳しく知りたいこと 

・情報の先生向け講習で情報の先生ではないが、全くわからないという事は全然なくむしろ有益な事を教えていただき、

ありがたかった。RESAS は初めて知りましたが、今後の教育活動に使えそうだと思いました。 

 ・GLS の活用をもっと知りたかったです。 

 

② 講習に期待すること 

・RESAS について今回は少しの時間だけでしたので、いろんな機能をよく調べて活用できたらと思いました。 

・デーマ設定や、先行研究を探す作業が、指導する側としてはやはりハードルが高いので、まず初級編として具体的な

テーマなどが提示してあるととっかかりやすいのかと思いました。いずれにしても教師一人では難しいので教科・学校の

協力が必要だと思います。 

 

③ 受講してよかったこと 

  ・来年度から始まる「地理総合」の中で、導入される GLS について、今回初めて RESAS について学ぶ事ができました。 

   その他さまざまな GLS ソフトを使った授業では手作業より省力化できる一方、他の手間が必要となるところが RESAS

を使えば簡単にデータを可視化できるところが優れていると思いました。 

 ・ICT を活用した授業や探求の時間にまた数学でも活用できると思いました。 

講習を 受講すると情報を得られる事が良い点です。 

 

 

 



 

 

 

令和３年度 兵庫県立大学教員免許状更新講習 

（選択領域）科学の最前線２０21 

２０21.8.27（金） 播磨理学キャンパス 

担当講師 吉久 徹（理学研究科 生命科学専攻 教授） 

坂井 徹（理学研究科 物質科学専攻 教授）  

─播磨理学キャンパスでは平成２１年度より教員免許状更新講習を開講しています─ 
 

【講 義 概 要 】  （吉久 徹 教授） 

出芽酵母はヒトを含めた高等真核生物に至るまでに共通する生命現象の解明に、多くの貢献をしてきた。 

本講義では、タンパク質の翻訳に必須な転移 RNA（tRNA）の生成過程を例に、古典／分子遺伝学の実験が 

どのように tRNA の生成過程の理解に繋がってきたかを紹介する。 

（坂井 徹 教授） 

電子が持つスピン自由度が物質中でもたらす磁性のメカニズムについて説明し、スピンの相互作用が新しい 

超伝導のメカニズムをもたらしたことにより、近年、転移温度の高い超伝導体が次々と発見されたことを紹介する。

" 

【時  間  割 】 第 1 講「細胞中の tRNA の変化を探る」 

第 2 講「電子スピンと超伝導」 

【受講者の声】 

 

① 講習に期待すること 

・内容が最先端ということでかなり濃かったです。中学校ではありますが、 

使える内容は使っていこうと思います。 

 

 

 

② 受講してよかったこと 

・講義内容が分かりやすく、大変勉強になった。 

 私は生命科学が専攻であったため、特に吉久教授の講義は最近の研究内

容いついて理解でき、基礎研究の大切さを改めて考えさせられるものであっ

た。ただ、量子力学の世界は理科の教師でも理解できるひとは少ないと思わ

れる。 

・超電導の理論はとても何回でわかりにくかった 

・基礎からわかりやすく説明していただけたので、理解できてよかった。最先端

の科学はとても細かいところまで判ってきているのだとわかりすばらしいと感じ

た。 

 

 

 

 

 

 


	1_防災_神戸防災
	2_地域教育_豊岡ジオ
	3_発達障害_明石看護
	4_背景理解_明石看護 
	5_データ活用_姫路環境人間
	6_科学最前線_播磨理学

